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2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

売上高（億円） 当期純利益（億円） 排出量（万トン）

102,479102,479
112,267112,267

442.7

102,479
112,267

「
社
会
的
負
荷
」

削
減
に
貢
献

「
年
間
１
億
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
抑
制
を
実
現
し
た
い
」

と
語
る
日
立
製
作
所
の
高
橋

庸
一
環
境
本
部
長
の
胸
に
、

緑
色
の
「
環
境
シ
ン
ボ
ル
バ

ッ
ジ
」
が
光
る
。
一
人
ひ
と

り
が
環
境
へ
の
高
い
意
識
を

持
つ
よ
う
に
と
、
従
業
員
全

員
に
配
ら
れ
た
も
の
だ
。

日
立
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
て

い
る
「
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

２
５
」
で
は
、
①
地
球
温
暖

化
防
止
②
資
源
の
循
環
的
な

利
用
③
水
や
土
壌
な
ど
生
態

系
の
保
全
―
―
の
３
つ
を
柱

と
し
た
戦
略
を
掲
げ
、
特
に

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
重
点
を
置

き
、
年
間
１
億
㌧
の
削
減
を

目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
材
料
の
調
達
か
ら

加
工
、
生
産
、
流
通
ま
で
の

環
境
負
荷
を
「
直
接
環
境
負

荷
量
」、
商
品
の
使
用
、
回

収
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
過
程
で

の
負
荷
の
削
減
を
「
社
会
的

環
境
負
荷
削
減
量
」
と
区
分

し
て
、
両
者
を
等
し
く
す
る

「
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
を
２
０
１
５
年
ま
で

に
達
成
す
る
目
標
を
掲
げ

た
。
そ
れ
以
降
は
「
社
会
的

環
境
負
荷
」
で
の
削
減
量
が

「
直
接
環
境
負
荷
」
の
排
出

量
を
大
き
く
上
回
る
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
く
。

燃
料
転
換
図
り

重
油
使
用
を
ゼ
ロ
に

そ
の
た
め
に
は
、
製
品
の

効
率
化
に
よ
っ
て
環
境
負
荷

を
削
減
す
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
同
社
の
家
電
商
品
の
多

く
が
家
電
業
界
の
売
り
上
げ

実
績
に
お
い
て
最
上
位
を
占

め
て
い
る
。「
環
境
配
慮
と

い
う
観
点
に
着
目
す
る
消
費

者
も
増
え
て
い
る
」（
田
島

京
子
環
境
本
部
環
境
企
画
セ

ン
タ
主
任
）。

同
社
の
ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾

燥
機
は
、
モ
ー
タ
ー
な
ど
か

ら
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
回
収
し
て
衣
類
の
乾
燥
に

再
利
用
す
る
新
技
術
「
ヒ
ー

ト
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
駆
使

し
、
電
力
消
費
量
は
従
来
機

種
比
で
８０
％
の
低
減
を
実
現

し
た
。
ま
た
、
同
社
の
大
容

量
冷
蔵
庫
は
、
従
来
に
比
べ

断
熱
性
能
を
約
３０
％
高
め
る

な
ど
の
技
術
を
搭
載
し
、
両

製
品
が
経
済
産
業
省
の
０８
年

度
省
エ
ネ
大
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

一
方
、「
直
接
環
境
負
荷
」

を
削
減
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
従
来
利
用
し
て
い
た
重

油
か
ら
環
境
負
荷
の
少
な
い

天
然
ガ
ス
へ
燃
料
転
換
を
図

る
こ
と
で
、
１
９
９
０
年
度

に
約
５５
万
㌧
だ
っ
た
重
油
起

源
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
０７
年

度
に
は
３８
万
５
千
㌧
ま
で
減

少
し
た
。
１１
年
度
以
降
に

は
、
重
油
を
使
用
す
る
工
場

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。さ
ら
に
、事
業

所
ご
と
に
各
年
度
の
達
成
目

標
値
を
設
定
し
、
そ
の
実
績

報
告
を
も
と
に
、
目
標
達
成

度
と
５
年
間
平
均
エ
ネ
ル
ギ

ー
原
単
位
に
よ
り
格
付
け
評

価
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
内
、

経
営
層
へ
情
報
開
示
す
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

技
術
開
発
面
で

今
後
も
積
極
的
投
資

同
社
の
財
務
状
況
と
事
業

所
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
推
移

を
見
る
と
（
図
１
）、
売
上

高
は
年
々
増
加
し
、
０７
年
度

は
約
１１
兆
２
千
億
円
と
な
っ

た
が
、
０６
年
度
、
０７
年
度
と

２
期
連
続
で
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
ユ
ー
レ
ッ

ト（http://www
.ull

et.com
/6501.htm

l

）

の
日
立
製
作
所
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
円
グ
ラ

フ
（
図
２
）
で
は
、
本
業
で

得
た
お
金
の
流
れ
を
示
す
営

業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
が
右
側
に
現
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
業
は
順
調

で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
し
か
し
、
昨
年
末
か
ら

本
格
化
し
た
世
界
的
金
融
危

機
の
影
響
が
売
上
げ
を
圧
迫

し
、
今
年
度
の
純
損
益
は
７

千
億
円
の
赤
字
と
な
る
見
通

し
だ
。

一
方
、
０７
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
０３
年
度
比
で
約

１
・
３
％
増
加
し
た
が
、
売

上
高
の
伸
び
（
約
３０
％
）
と

比
較
す
れ
ば
低
い
水
準
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

省
エ
ネ
設
備
な
ど
直
接
環

境
負
荷
を
低
減
す
る
設
備
投

資
は
、
０３
年
度
に
は
約
１
０

２
億
円
だ
っ
た
が
、
右
肩
上

が
り
に
増
え
、
０７
年
度
に
は

約
１
・
５
倍
の
１
５
４
億
円

に
上
っ
て
い
る
。
今
年
度
以

降
は
、
経
済
状
況
悪
化
な
ど

の
影
響
な
ど
か
ら
変
動
が
あ

り
そ
う
だ
が
、「
こ
う
い
う

時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
環
境
対

策
に
力
を
入
れ
た
い
。
特

に
、
製
品
使
用
時
の
環
境
負

荷
軽
減
に
重
点
を
置
き
、
技

術
開
発
面
で
積
極
的
な
投
資

が
で
き
れ
ば
」
と
高
橋
氏
は

語
る
。

（
環
境
新
聞
社
・
江
頭
佐
和

子
、
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
グ
ロ
ー

バ
ル
・
西
野
嘉
之
）

循
環
イ
ン
フ
ラ
整
備
急
ぐ

（2）

２００７年度
総Ｃ／Ｆ８４８７億円

日立製作所のキャッシュフロー計算書（C/F）の円グラフ。
黒色（営業活動によるキャッシュフロー）が右にあり、割合が大き
いのは本業が順調であることを示す。
（ユーレット＜http : //www.ullet.com/6501.html＞を基に作成）

２００６年度
総Ｃ／Ｆ７８６１億円

日立製作所の財務状況と事業所のＣＯ２排出量の推移
（日立製作所発行のＣＳＲ報告書、
ユーレット＜http : //www.ullet.com/6501.html＞を基に作成）

２００５年度
総Ｃ／Ｆ７６３０億円

平成21年（2009年）3月11日（水曜日）

２００４年度
総Ｃ／Ｆ６２６４億円

２００３年度
総Ｃ／Ｆ６７０３億円

図２
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